
 

 

報道発表 

平成２５年１０月１日 

独立行政法人防災科学技術研究所 

 
阪神・淡路大震災によって損傷を受けた鉄骨建築物に 
対する南海トラフ巨大地震動による振動実験の公開 

独立行政法人防災科学技術研究所（理事長：岡田義光）は、兵庫県と共同で、阪神・

淡路大震災によって損傷を受けた鉄骨建築物に対する南海トラフ巨大地震の地震動に

よる影響の検証と、振動特性に基づく建築物健全度評価技術の開発に向けた研究を行っ

ています。この一環として、阪神・淡路大震災の観測波による先行加振で損傷を生じさ

せた実大３層鉄骨建築物に対する想定南海トラフ巨大地震動による加振実験を公開し

ます。 

 
１．実験主体：独立行政法人防災科学技術研究所、兵庫県 ≪共同研究≫ 
 

２．日時：平成２５年１０月１５日（火） １３時３０分受付開始 （１４時0０分受付締切） 

※ 工程の都合上、実施時間が変更される場合があります。 

 
３．場所： 

独立行政法人 防災科学技術研究所 兵庫耐震工学研究センター 
〒673-0515 兵庫県三木市志染町三津田字西亀屋 1501-21 

 
４．内容：別添資料による。 

 
５．本件配布先： 文部科学記者会、科学記者会、筑波研究学園都市記者会、 

兵庫県政記者クラブ、三木市政記者クラブ、 
大阪科学・大学記者クラブ 

 
取材を希望される場合は、お手数ですが、別添の「ご回答用紙」にて下記連絡先へ、 

１０月８日（火）までにＦＡＸでお申し込み下さい。 

また、事前のご質問に関しては、所属・氏名、質問内容、回答先（Ｅメールアドレス、

ＦＡＸ番号）等を明記の上、１０月８日（火）までに下記連絡先にＦＡＸ下さい。 

 

【担当者】 

独立行政法人防災科学技術研究所 

    兵庫耐震工学研究センター 契約研究員  谷 和夫 

                 任期付研究員 山下 拓三 

                  

【連絡先】 

独立行政法人防災科学技術研究所 兵庫耐震工学研究センター 研究支援チーム 

    TEL：0794-85-8211（代表） FAX：0794-85-7994 
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阪神・淡路大震災によって損傷を受けた鉄骨建築物に 
対する南海トラフ巨大地震動による振動実験 

 

 

１．実験目的 

本実験では、阪神・淡路大震災により柱と梁の接合部に損傷を受けたままの建築物が、

南海トラフの巨大地震に遭遇する際の被害程度を把握することを目的としています。 

既に阪神・淡路大震災後の知見を踏まえて柱と梁の接合部の施工詳細等の見直しがな

されており、その後に設計・施工された鉄骨建築物については、耐震性能の問題は改善

されたと言えます。しかし、これらの知見が反映される以前の既存鉄骨建築物について

は、新耐震基準による建築物であっても、今後大地震に遭遇した場合には、阪神・淡路

大震災と同様の被害が発生する可能性が依然として残されています。本研究の成果は、

阪神・淡路大震災を経験した鉄骨建築物にだけではなく、将来に発生が懸念される大地

震における鉄骨建築物の震後対策に役立てられることが期待されます。 

 

２．試験体概要 

新耐震基準に基づき設計された実大 3階建ての鉄骨建築物の一部を取出した図 1に示

す試験体を製作しました。試験体の接合部については、当時の標準的な仕様を再現した

ものとなっています。試験体は、骨組みの被害状況の再現を主眼とした他、骨組み等構

造体の挙動を正確に把握することを目的に、仕上げ材や間仕切壁等を有さない鉄骨の柱

梁とコンクリート床により構成された構造体となっています。 

 

 

     
 

図１．試験体 
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３．実験で用いる地震動 

本研究では、加振実験を分けて実施いたします。加振実験には阪神・淡路大震災の観

測波として、図２に示す JR 鷹取駅で観測された地震動を用いて加振実験を実施します。

次に、公開実験日である 10月 15日には、2012年の中央防災会議で作成された図３に示

す南海トラフ巨大地震の想定地震動を用いて、加振実験を実施します。 

いずれの加振も南北方向の加速度波形を用いた水平一方向加振としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．本実験で用いる JR鷹取駅で観測された地震動 

 

 

 

図３．本実験で用いる南海トラフ巨大地震の想定地震動 

 

 

 

本実験で用いる想定南海トラフ巨大地震動は、紀伊半島沖を震源とし、断層領域を最

も陸側まで広げたケースにおける神戸市役所所在地に最も近い位置の地震動です。中央

防災会議が公開した地震波形は、工学的基盤と呼ばれる地中の硬い地盤における加速度

波形であるため、実際に用いる加振波については、神戸市役所所在地のボーリングデー

タを基に、地表面の地震動をシミュレーションにより再現したものを用いています。再

現された地表面の最大加速度は、358cm/s2、震度は６強となっています。 
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４．実験スケジュールと取材上の留意事項 

（１）公開実験スケジュール 

平成２５年１０月１５日（火） 

１３時３０分：受付開始 

１４時００分：受付締め切り  

１４時３０分：事前説明（１階ロビー） 

１５時００分：実験開始 

１６時００分：記者会見（１階ロビー） 

 

＊１５時００分に実施予定の実験の結果により、１６時００分に加振実験を再実施

する場合があります。この場合は１６時００分に実施予定の記者会見は遅れる事

になります。ご了承をお願い致します。 

 

（２）取材上の留意事項 

・ 工程の都合上、実験の予定が変更される場合があります。 

・ 実験棟北３階歩廊東側フロアーに報道関係者専用席を設けます。 

専用席でのビデオカメラ等は各社１台とします。 

・ 加振５分前からライト、フラッシュ等は禁止です。 

・ 安全には細心の注意を払っています。見学及び取材にあたっては、現場の係員の

指示に必ず従って下さい。防災科学技術研究所に明らかに瑕疵があった場合を除き

見学者・報道関係者の怪我、機材破損等の責任は負いかねますのでご了承下さい。 

・ 当施設には、食堂売店が無く、コンビニエンスストア等も近傍に有りません。 

・ 報道関係者・見学者用の待機部屋はございません。 

・ 実験棟内では、ヘルメットを必ず着用して下さい。 
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交通のご案内 

 
【交通】 

【電車をご利用の場合】 

神戸電鉄押部谷駅よりタクシーで約１０分 

神戸電鉄緑が丘駅より神姫ゾーンバス防災公園線で約１５分（防災公園前下車） 

神戸市営地下鉄西神中央駅よりタクシーで約２５分 

新幹線新神戸駅よりタクシーで約４０分 

 

【乗用車をご利用の場合】 

山陽自動車道三木東ＩＣより約５分 

施設近辺に駐車場を用意しております。 

（施設内の駐車場は混雑が予想されるため、ご利用出来ません） 

 

独立行政法人 防災科学技術研究所 兵庫耐震工学研究センター（Ｅ－ディフェンス） 

〒673-0515 兵庫県三木市志染町三津田字西亀屋 1501-21 

Tel：0794-85-8211（代表）／ Fax：0794-85-7994 
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防災科学技術研究所 兵庫耐震工学研究センター 

プレス公開実験担当 行き 

（ＦＡＸ：０７９４－８５－７９９４） 

 

 

 

 

ご 回 答 用 紙 

お手数ながら１０月８日(火)までにご回答お願い申し上げます 

 

 

件名：阪神・淡路大震災で損傷を受けた鉄骨建築物に 

対する南海トラフ巨大地震による加振実験 

 

１．御社名：               

２．御所属：               

３．御名前：               

４．人 数：               

５．御連絡先：(TEL)            

(FAX)             

(e-mail)              

６．その他：               

７．無人カメラ希望： 有り ・ 無し   
（どちらかに○をお付け下さい） 
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